
✔ ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔ ✔

リビング

アルミブランケット・目隠しポンチョ・メガネ・生理用品・体ふきシート・カイロ・うちわ（夏）
ぬいぐるみ・折り紙

✔✔

わたし：「○○（場所）」にいます。ケガは「有・無」です。
お父さん：「仕事場」にいます。「○日間・しばらく」帰れそうに
ありません。連絡の返信もできないかもしれません。

お父さん

お母さん

わたし

○○さん（職場の上司）

✔

✔
✔
✔

○○○

✔ ✔✔ ✔

玄関扉の内側に
貼り紙

✔ ✔✔ ✔

✔ ✔✔ ✔

【備蓄しておくもの（非常持出品袋とは別に保管）】
飲料水○本、簡易トイレ○回分・トイレットペーパー・ポリタンク
食料（カップめん・缶づめ（焼き鳥・フルーツなど）・レトルト食品・乾パン）○日分
ランタン・カセットコンロ・ガスボンベ・ごみ袋 etc・・・

✔

✔
✔
✔

○○○

✔
✔
✔

○○○

✔
✔
✔
✔

職場からの安否
確認メール

職場で使用して
いるチャット

＼Point／
・非常持出品袋には、持ち運んで逃げるための必要最低限
のものを入れましょう。
・また、在宅避難をする場合は、電気や水等のライフライン
や物流が止まることを考えて、最低３日分（できれば１週間
分）の食料や水等を備蓄しておきましょう

↓おむつ、液体ミルクは○日分用意

＼Point／
玄関、廊下、リビングなど、すぐに
持ち出せる場所に置くようにしましょう

エレベーターが止まると10階までの
行き来が大変なので、多めに食料
などを備蓄することにした

公衆電話

✔

✔

＼Point／
家族の安否や連絡する方法を考えて共有しましょう。
また、いざという時に備えて、ツールの使い方や
公衆電話の場所なども確認しておきましょう

＼Point／
メガネや持病の薬など、それがないと生きていけないも
のは用意しておきましょう。
ミルクやおむつなどの赤ちゃん用品も、すぐには手に
入らない可能性があるので、用意しておくようにしましょう

自宅（マンション10階）に津波の危険性がない家族
家族構成：父・母・わたし・弟（０歳）


